
斎藤全学連委員長のデモ前発言

この間、小池都知事がえ

んえん「都民ファースト」

と言いながらいろいろやっ

てますが、都民って誰だよっ

て話がここでも非常に象徴

的に示されています。

都民全体も、ここ築地で

買う人は誰ですか。消費す

る人は誰ですか。全部労働

者なわけです。その人たち

が食べるものに、シアンな

ど自然界にそんなに存在するはずがない毒物が検出され

ても、未だに撤回じゃなくて、何とかして移転はしたい

と言ってるわけですよね。

結局、労働者の生活は全然考えてないわけですし、小

池の言う「都民」の中には、そこで働いて生活している

人なんてのは「都民」じゃないってことですよね。

安倍首相の「国益」とかと一緒で、小池の「都民ファー

スト」なんてのは都で暮らしている、政治に対しても社

会に対しても影響力を持っている支配者たちですよね。1

％の金持ちのために、豊洲を金儲けの道具にするし、魚

も金儲けの道具にすることをやりたいと言ってるだけな

んです。

一方で小池は「都民ファースト」ってことを掲げて、

共産党や民進党とかの支持も抱え込んで自民党的な政治

をやりたいから、その中でそういう怒りに対してある種

ものすごく脆弱でボロボロです。改めてはっきりさせる

べきは、共産党が象徴的ですが、小池都知事になって小

池都知事の決断で物事が変わったかのように描き出そう

とするし、テレビだけ見てればそう見えるわけですよね。

だけどその背後には、人民の怒りをとにかく一定抱え込

む形で政治をしていかないとどうしようもなくなってし

まったという自民党や資本家階級の支配が危機に陥って

いるというのが明白に背後にあると思います。

今からでも白紙撤回の声を強くあげて、労働者が団結

して立ち上がれば必ずこんなものは粉砕できると思いま

す。それをもって、白紙撤回になったらオリンピック問

題にもつながっていって、原発問題にもつながっていっ

て、この数十年問題になってきた資本主義の末期的な状

況をひっくり返していく労働者・地域住民の団結をつく

る出発点に本日のデモはなると思います。

共にまず最初の一歩を切り開いて、築地の労働者と団

結をつくって行けたらと思います。

私たち学生も大学という現場で、軍産学連携というこ

とで、資本の論理が大学では軍事研究としてついにあら

われたことに対して、徹底的に闘いたい。
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都政を革新する会
北島邦彦さんのデモ前発言

小池は都知事選挙の過程か

らずっと報道され続けてきて、

いよいよ小池自身が二進も三

進もいかなくなってきた。

豊洲市場問題は単に東京都

の公設市場の移転問題なのか。

そうじゃなくて、日本の新自

由主義が莫大な利権と、本当

に黒々とした腐敗の中でやろうとしてきたこと。その矛

盾がとうとう爆発してきたということだと思います。

ある意味で、小池知事が登場して色々やったから盛り

土の問題とかが明らかになったんだと言われてますけど、

そんなことは関係ない。明らかに噴出するべくして噴出

した矛盾です。

それは単に、豊洲移転がどうなのかを越えて、いわば

新自由主義という形で最末期のあがきをしてきた新本主

義の在り方そのもの、国家の在り方そのものを打つ闘い

が求められていると思います。

そういう点で私たちのスローガンは鮮明で、豊洲市場

の計画そのものを白紙撤回だと。それから公的な卸売市

場を民営化していくことなど絶対に認められない。この

ことをはっきりさせることだと思います。

今回、6月23日が告示、7月2日に投票日と都議会議員選

挙が設定されました。これは小池都政を倒そうという中

で象徴的になってきています。他のいろんな政党は白紙

撤回や民営化反対とは豊洲問題について言うところはど

こもいない。もちろん自民党は推進だし、共産党は1月14

日の結果を受ける前は「抜本的な見直し」と言っていま

した。14日以後は「豊洲移転中止」と言っていますが、

ビラとかよく見ると「安心・安全が保障されない限りは

中止」となっています。だから、本当に小池与党として

共産党も含めて結局は豊洲に移転することを強行しよう

としているんだと思います。しかも共産党は「小池都知

事が登場して都政のいろんな問題がよく見えるようにな

りました」「さらに改革を進めていきます」というのが

結論なんです。はっきり小池与党として都議選を日本共

産党は闘うと言っている。議会的には戦慄すべき事態で

す。だけどはっきりしているのは、白紙撤回と民営化絶

対反対を我々しか主張しない中で、ある意味では絶好の

チャンスだと思います。豊洲問題だけじゃなくて、東京

オリンピックの問題もそうです。全部に貫かれているも

のが、次には都営交通の民営化が「本丸」と言われてい

るわけです。だからここの問題で労働者が団結して大反

撃をガーンぶつける。これは東交全体がストライキをし

なきゃだめだとか、そういうことではないと思います。

だけども、まずその出発点として1人の仲間が2人となり、

拠点的なところから民営化絶対反対なんだという行動が

起こされるということが一気に情勢を変えていくような

事態が生まれようとしている。

それほど小池の政治基盤は脆弱です。その中で今日の

デモは一つの声を上げる始まりだと思います。

選挙まであと5か月です。全力で闘いながら、仲間の声

をどんどん集めていきたい。共に闘っていきましょう。

奪われてたまるか! 避難 いのち 子どもの未来

〈日時〉３月11日(土)13時～ ※12時開場 ※15時デモ出発

〈場所〉郡山市開成山･野外音楽堂

〈呼びかけ〉3・11反原発福島行動実行委員会

〈メール〉3.11fukushimaaction＠gmail.com


